
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
あ
た
っ
て

公
的
補
助
を
も
と
め
て
、
数
年
来
、
署

名
運
動
や
学
習
会
を
積
み
重
ね
て
き

た
私
た
ち
は
、
今
回
の
意
見
書
が
採

択
さ
れ
た
こ
と
を
歓
迎
す
る
も
の
で

す
。難

聴
は
、
日
常
生
活
を
不
便
に
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困
難
に
す
る
な

ど
生
活
に
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、

最
近
で
は
う
つ
病
や
認
知
症
の
危
険

因
子
に
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
加
齢
性
難
聴
者
に
対
す
る
補
聴

器
の
普
及
に
よ
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、

医
療
費
の
抑
制
に
も
寄
与
し
ま
す
。

な
お
か
つ
、
補
聴
器
の
高
額
さ
は
購
入

を
あ
き
ら
め
さ
せ
る
要
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
公
的
補
助
制
度
は
こ
の
点

か
ら
も
意
義
の
あ
る
も
の
で
す
。

全
国
で
も
補
聴
器
へ
の
補
助
制
度
実

現
を
求
め
る
運
動
は
広
が
っ
て
お
り
、

国
へ
の
意
見
書
採
択
自
治
体
は
２
０
０

を
こ
え
、
独
自
に
補
助
制
度
を
設
け

た
自
治
体
も
１
２
０
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
回
の
府
議
会
の
意
見
書
採
択
は

全
国
の
運
動
を
大
き
く
励
ま
す
も
の

で
あ
り
、
府
内
で
の
意
見
書
採
択
６
市

町
と
合
わ
せ
て
、
一
日
も
早
く
国
で

補
助
制
度
が
実
現
す
る
こ
と
を
心
か

ら
願
う
も
の
で
す
。

同
時
に
、
国
が
実
施
す
る
ま
で
の
間
、

京
都
府
に
お
い
て
補
聴
器
購
入
の
補

助
制
度
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
求
め
、

引
き
続
き
署
名
運
動
を
大
き
く
展
開

し
て
い
く
も
の
で
す
。

※
12
月
23
日
、
福
知
山
市
議
会

で
も
同
様
の
趣
旨
の
意
見
書
が

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
物
価
高
に
悩
ま

さ
れ
た
。
今
年
も
「
更
な

る
値
上
げ
」
「
引
き
続
く

値
上
げ
」
と
い
う
か
ら
く

ら
し
に
は
身
に
応
え
る
。

一
方
政
府
の
予
算
で
は
、

防
衛
費
な
る
軍
事
費
は

10
・
２
兆
円
と
こ
れ
ま
た

大
幅
に
。
社
会
保
障
や
暮
ら
し
の
予

算
は
削
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
危
機
や
物
価

高
へ
の
対
策
は
お
ざ
な
り
。
政
治
が

ど
こ
を
向
い
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か

る
▼
し
か
も
軍
事
費
の
財
源
に
復

興
財
源
や
国
立
病
院
の
積
立
、
コ
ロ

ナ
対
策
資
金
の
流
用
ま
で
す
る
と

あ
っ
て
は
黙
っ
て
お
け
な
い
。
昨
年
は

年
金
が
下
げ
ら
れ
10
年
間
で
は
６
・

７
％
も
下
が
り
、
病
院
窓
口
負
担

は
増
え
、
国
保
や
介
護
保
険
料
は

ど
ん
ど
ん
上
が
る
の
だ
か
ら
暮
ら
し

は
ひ
ど
く
な
る
ば
か
り
▼
憲
法
で

は
「
戦
争
は
し
な
い
」
と
定
め
た
日

本
で
な
ぜ
軍
事
費
が
必
要
か
。
ま
し

て
や
自
衛
隊
が
海
外
で
ド
ン
パ
チ
し

た
り
、
国
民
の
知
ら
ぬ
間
に
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
断
じ
て
許
せ

な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
他
人
ご
と
で

は
な
い
▼
戦
争
法
施
行
以
来
「
市

民
と
野
党
の
共
闘
」
が
進
む
。
紆
余

曲
折
は
あ
る
が
有
権
者
の
期
待
は

広
が
り
、
春
の
統
一
地
方
選
で
は
そ

の
声
が
試
さ
れ
る
▼
岸
田
政
権
で

は
閣
僚
の
不
祥
事
で
の
辞
任
が
相

次
ぎ
支
持
率
は
急
降
下
。
当
然
の
こ

と
と
思
わ
れ
る
が
、
政
治
の
転
換
は

我
々
の
一
票
で
成
し
遂
げ
た
い
。
春

よ
来
い
、
春
は
我
々
の
力
で
引
き
寄

せ
た
い
。
（K
・T

)

夕 映 え
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加
齢
性
難
聴
者
の
要
求
実
る

京
都
府
議
会
本
会
議
で
12
月

23
日
、
「
加
齢
性
難
聴
者
に
対

す
る
補
聴
器
購
入
に
係
る
公
的

支
援
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

見
書
」
が
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
年
金
者
組
合
も
入
っ

て
い
る
「
補
聴
器
の
公
的
補
助

を
求
め
る
会
」
は
、
声
明
を
発

表
し
ま
し
た
。

京都府議会 補聴器購入時の公的補助制度意見書
全会一致で可決

補
聴
器
購
入
時
公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る

「求める会」は声明を発表（府議会）

意見書採択後に「求める会」が記者会見



２０２３年１月１５日 京都年金者しんぶん （第３種郵便物認可第３９７号付録） 第４５６号 （2）

年
金
裁
判
に
つ
い
て

裁
判
長
か
ら
「双
方
の
準
備
書
面
が
出

揃
い
、
主
張
点
も
明
確
に
な
っ
た
と
思
う

の
で
、
互
い
に
釈
明
な
ど
求
め
る
必
要
が

な
い
と
考
え
る
が
ど
う
で
す
か
」
と
問
い
、

森
川
弁
護
団
長
が
「
弁
論
期
日
ま
で
に
、

一
定
の
反
論
と
新
し
い

主
張
を
書
面
で

提
出
し
た
い
」
と
発
言
。
し
か
し
、
裁
判

長
は
「
審
議
内
容
は
整
っ
て
い
る
の
で
、

次
の
弁
論
期
日
で
結
審
と
し
、
判
決
言
い

渡
し
期
日
を
考
え
た
い
の
で
、
そ
れ
ま
で

に
最
終
準
備
書
面
を
提
出
し
て
ほ
し
い
」

と
。
こ
れ
ま
で
は
、
の
ん
び
り
と
し
た
進

行
で
き
た
の
に
、
一
変
し
て
、
急
な
進
行

を
求
め
て
き
ま
し
た
。

け
し
か
ら
ん
な
と
思
い
ま
し
た
が…

（
出
席
し
て
い
た
楠
控
訴
人
団
事
務
局
長
）
、

や
む
を
得
ず
、
若
干
の
や
り
取
り
を
し
た

結
果
、
結
論
と
し
て
、
弁
論
期
日
を
２
月

16
日
と
し
、
こ
こ
で
結
審
。
判
決
い
い
渡

し
期
日
を
４
月
28
日
（
金
）
15
時
か
ら

（
大
法
廷
の
関
係
で
、
一
応
仮
押
さ
え
、

変
更
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
通
知
す
る
）
と

決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
16
日
の
弁
論
期
日
で
２
名

（
男
女
）
が
意
見
陳
述
す
る
こ
と
も
決
ま

り
ま
し
た
。
最
終
準
備
書
面
提
出
期
日
は
、

２
月
６
日
、
国
・
被
告
側
の
再
反
論
が
あ

れ
ば
、
弁
論
期
日
ま
で
に
、
と
も
決
ま
り
、

協
議
は
終
了
し
ま
し
た
。

弁
論
期
日
（２
月
16
日
）ま
で
の

取
り
組
み

●
高
裁
裁
判
長
あ
て
の
署
名
、
回
収
を

進
め
、
大
き
く
集
め
よ
う

●
１
月
20
日
に
開
催
す
る
原
告
（控
訴

人
）・支
援
者
集
会
を
成
功
さ
せ
よ
う

●
２
月
16
日
の
第
１
回
裁
判
（弁
論
期
日
）

で
大
法
廷
を
あ
ふ
れ
さ
せ
よ
う
！

判
決
日
に
向
け
て
の
取
り
組
み

●
結
審
直
後
か
ら
高
裁
裁
判
長
あ
て
の

「要
請
ハ
ガ
キ
」送
付
運
動

●
４
月
28
日
の
判
決
日
（予
定
）で
も
大

法
廷
を
あ
ふ
れ
さ
せ
よ
う
！

●
現
地
及
び
京
都
で
の

報
告
集
会
を
成
功
さ
せ
よ
う

最
高
裁
に
向
け
た
取
り
組
み

●
上
告
審
を
最
高
裁
大
法
廷
に
回
付

す
る
署
名
を
す
す
め
よ
う

年
金
裁
判
は
、
裁
判
長
、
原
告
・
被

告
の
代
理
人
及
び
控
訴
人
（
山
本
団
長
・

楠
副
団
長
）
が
出
席
し
て
12
月
16
日
、

第
５
回
進
行
協
議
が
大
阪
高
等
裁
判
所

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
進
行
協
議
で

決
ま
っ
た
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大阪高裁

～
こ
れ
ま
で
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た

進
行
か
ら
一
変
～

裁
判
長
が
結
審
通
告

高
裁
あ
て
署
名
を
急
ご
う

2月16日に結審

4月28日判決へ

こ
れ
ま
で
と
一
変
し
て

急
な
進
行
で
「
結
審
」
を
通
告

裁
判
長
が
「
判
決
言
い
渡
し

（
予
定
）
日
」
ま
で
提
示
！

高
裁
で
の
勝
利
判
決
を
め
ざ
し

最
後
ま
で
闘
い
ぬ
こ
う
！

意
見
陳
述
（
男
女
１
名
づ
つ
）
を

成
功
さ
せ
よ
う
！

京都総評旗開きで支援を訴える楠副委員長



年
金
支
給
日
宣
伝
・

年
末
宣
伝
・
新
春
宣

伝
を
実
施

年金支

給
日
宣
伝
を
12
月
15
日
、
四
条

河
原
町
で
、
行
い
ま
し
た
。

「
物
価
高
に
見
合
う
年
金
額

の
支
給
を
」
「
暮
ら
せ
る
年
金
の

支
給
を
」
と
女
性
組
合
員
が
大

き
な
声
で
訴
え
ま
し
た
。
物
価

高
騰
が
続
く
中
で
の
宣
伝
、
市

民
の
反
応
も
普
段
以
上
で
し
た
。

府
本
部
常
任
執
行
委
員
会
は
、

１
月
10
日
（
火
）
熊
野
神
社
前
で

恒
例
の
新
春
街
頭
宣
伝
を
実
施

し
ま
し
た
。

今
年
は
選
挙
の
年
、
政
治
を

変
え
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

岸
田
首
相
が
安
保
３
文
書
（
国

家
安
全
保
障
戦
略
・
国
家
防
衛

戦
略
・
防
衛
力
整
備
計
画
）
を

改
定
、
歴
代
内
閣
が
違
憲
と
し

て
き
た
敵
基
地
反
撃
能
力
の
保

有
や
23
年
度
か
ら
５
年
間
で
43

兆
円
も
の
大
軍
拡
・
大
増
税
で

す
。
特
に
、
復
興
財
源
や
コ
ロ
ナ

予
算
を
軍
拡
予
算
に
振
り
替
え

る
等
、
怒
り
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

物
価
は
異
常
な
高
騰
で
す
。

年
金
も
賃
金
も
引
き
上
げ
よ
う

の
新
し
い
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て

い
る
と
、
「
本
当
に
そ
の
通
り
だ
」

と
声
を
掛
け
て
行
か
れ
る
方
も

お
ら
れ
ま
し
た
。

経
ヶ
岬
米
軍
基
地
関
係
者
の

交
通
事
故‣

土
地
利
用
規
制
法
等

京
丹
後
市
は
市
民
の
安
心
・

安
全
を
守
れ
！

「
米
軍
基
地
い
ら
ん
ち
ゃ
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
２
IN
丹
後
」
が
丹

後
文
化
会
館
で
12
月
11
日
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
雨
の
中
、
現
地

や
近
隣
か
ら
、
ま
た
遠
方
か
ら

バ
ス
を
仕
立
て
て
会
場
に
足
を

運
ば
れ
た
方
が
２
８
０
人
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
さ
れ
た
全
国

の
み
な
さ
ん
が
約
３
０
０
人
、

合
わ
せ
て
５
８
０
人
の
参
加
で

し
た
。

行
政
は
地
方
自
治
の
本
旨
に

立
ち
返
れ

開
会
挨

拶
で
藤
原

代
表
は
、

「
米
軍
経

ケ
岬
通
信

所
」
建
設

の
合
意
か

ら
９
年
９

カ
月
の
間

に
、
交
通
事
故
や
発
電
機
に
よ

る
騒
音
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
行
の

支
障
、
コ
ロ
ナ
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発

生
、
そ
し
て
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
発
射
は
有
事
に
な
れ
ば
京
丹

後
が
標
的
に
な
る
恐
れ
。
住
民

が
望
ん
だ
わ
け
で
な
く
、
強
引

に
持
ち
込
ま
れ
た
米
軍
基
地
が

あ
る
が
故
の
被
害
と
リ
ス
ク
を

告
発
し
ま
し
た
。

11
月
６
日
に
発
生
し
た
米
軍

関
係
者
に
よ
る
人
身
事
故
を
、

防
衛
省
は
「
軽
微
な
物
損
事
故
」

と
京
丹
後
市
に
報
告
し
、
市
当

局
は
「
人
身
事
故
で
あ
る
」
と
い

う
市
民
か
ら
の
情
報
を
得
て
い

た
に
も
拘
ら
ず
、
精
査
す
る
こ

と
な
く
放
置
し
て
い
た
こ
と
。

事
実
を
隠
蔽
し
よ
う
と
し
た
防

衛
省
、
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
な
く
防
衛
省
言
い
な
り

の
京
丹
後
市
の
姿
勢
に
厳
重
に

抗
議
す
る
と
表
明
。
更
に
、
京
都

府
や
京
丹
後
市
は
、
地
方
自
治

の
本
旨
「
住
民
福
祉
の
増
進
」
の

立
場
に
立
ち
返
り
、
市
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
立
場
を
堅
持

す
る
よ
う
強
く
求
め
る
と
表
明

し
ま
し
た
。

弁
護
士
・
馬
奈
木
さ
ん
の
講

演
で
は
、
「
土
地
利
用
規
制
法
」

の
問
題
点
と
危
険
性
を
学
び
ま

し
た
。

（3）２０２３年１月１５日 京都年金者しんぶん （第３種郵便物認可第３９７号付録） 第４５６号

秋の仲間づくり運動を
振り返って

1０月から12月の仲間増やし

１０５名の仲間が加入

舞鶴支部が１１人、右京・城陽

支部が９人の仲間を迎えました。

９月から４か月連続で純増！
宮津与謝支部は４人、支部自主目

標を達成！

北桑田支部４名、八幡支部が３

名の仲間を迎えました。

秋の仲間増やし月間で、３桁の

仲間を増やすことができました。

２６支部中２４支部で仲間を増や

すことができました。仲間が増え

なかった支部でも統一行動などが

取り組まれ、全支部が仲間増やし

に対して前向きに取り組みました。

さらに議論を深め、仲間を増や

す運動を全組合員のものにし、大

きな運動にしていくことが求めら

れます。

い
ら
ん
ち
ゃ
フ
ェ
ス

タ
に
５
８
０
人

熊野神社前で新春宣伝（１月１０日）

年金支給日宣伝（四条河原町12月15日）



利
用
者･

家
族
と
私
た
ち
の
声
が
、

政
府
を
追
い
詰
め
て
い
る

京
都
社
会
保
障
推
進
協
議
会

事
務
局
長

松
本

隆
浩

政
府
は
介
護
保
険

改
悪
メ
ニ
ュ
ー
を
先
送
り

２
０
２
２
年
12
月
20
日
、厚
生
労
働
省

審
議
会
部
会
は
、提
案
し
て
い
た
介
護
保

険
制
度
改
悪
メ
ニ
ュ
ー
の
多
く
を「
先
送

り
」す
る「
意
見
」を
ま
と
め
ま
し
た
。
あ

ま
り
に
も
強
い
国
民
、利
用
者
、介
護
関

係
者
な
ど
の
反
対
の
声
に
利
用
者･

国
民

の
負
担
増
、介
護
の
給
付
削
減
の
提
案
は
、

一
部
撤
回
、一
部
先
送
り
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
運
動
の
成
果
で
す
。

し
か
し
、ま
だ「
先
送
り
」で
は
な
く
、中

止
に
さ
せ
る
た
め
の
さ
ら
に
大
き
な
運
動

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

当
初
、厚
労
省
が
10
月
に
示
し
た
改

悪
案
は
、利
用
料
2
割
・
3
割
負
担
の
対

象
者
拡
大
、要
介
護
1
、2
の
生
活
援
助

な
ど
の
総
合
事
業
へ
の
移
行
、ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
へ
の
自
己
負
担
導
入
、補
助
杖
な
ど

の
福
祉
用
具
を
貸
与
か
ら
購
入
へ
変
更

す
る
な
ど
、負
担
増
と
給
付
削
減
の
提
案

が
目
白
押
し
で
し
た
。

こ
の
内
容
は
、コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
で

苦
し
む
利
用
者
や
家
族
、介
護
職
員･

事

業
所
に
さ
ら
な
る
矛
盾
、困
難
を
押
し
つ

け
る
も
の
で
あ
り
、認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
短
期
間
で
大
き
な
反
対
の
声
が

広
が
り
ま
し
た
。
中
央
社
保
協･

民
医
連･

全
労
連
な
ど
が
取
り

組
ん
だ
介
護
保
険
改
悪
反
対
署

名
は
１
３
７
、６
３
８
人
分
。
認
知

症
と
家
族
の
会
が
取
り
組
ん
だ

反
対
署
名
も
10
万
9
千
人
分
の

署
名
が
短
期
間
に
集
ま
り
ま
し

た
。

利
用
者･

家
族･

介
護
職
員･

事
業
所
の
声
が
改
悪
案
を

押
し
返
す

こ
う
し
た
全
国
か
ら
の
反
対
の

声
や
審
議
会
で
負
担
増
と
給
付

削
減
に
反
対
し
た
認
知
症
の
人

と
家
族
の
会
の
委
員
の
奮
闘
で
、

改
悪
メ
ニ
ュ
ー
の
多
く
は「
見
送
り
」

と
な
り
ま
し
た
が
、あ
く
ま
で
来

年
春
の
一
斉
地
方
選
挙
な
ど
の

影
響
を
考
え
て
の｢

見
送
り｣

で
あ
り
、

中
止
さ
せ
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ

ん
。
特
に
、要
介
護
１
、２
の
生
活
援
助
な

ど
の
介
護
保
険
か
ら
外
す
、ケ
ア
プ
ラ
ン

有
料
化
は
２
０
２
７
年
ま
で
に
結
論
を
出

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、利
用
料
２
割

負
担
の
対
象
拡
大
、現
役
並
み
所
得
65

歳
以
上
の
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
来
年

の
夏
ま
で
に
判
断
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
も
、こ
れ
ら
は
政
令
事
項
で
あ
り
国
会

審
議
を
経
ず
と
も
改
悪
で
き
る
内
容
で

す
。
ま
た
、
老
健
施
設
な
ど
の
多
少
室

（
相
部
屋
）の
有
料
化
は
27
年
ま
で
に
結

論
と
し
て
い
ま
す
。

（第３種郵便物認可第３９７号付録） 第４５６号 （４）

組
合
員
の
声

義
母
を
見
送
る

大
正
９
年
生
ま
れ
、
１
０
３
歳

の
義
母
を
見
送
っ
た
。
す
で
に
私

は
78
歳
を
過
ぎ
て
介
護
を
し
な
く

て
も
良
い
暮
ら
し
に
な
る
。
54
年

間
の
同
居
生
活
だ
っ
た
。
98
歳
頃

よ
り
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
に
通
い
な
が
ら
家
が
一
番

好
き
な
母
。
娘
の
と
こ
ろ
に
も
泊

ま
り
に
行
く
こ
と
も
な
く
、
人
生

後
半
歩
け
な
く
な
っ
て
台
所
の
ま

ん
中
に
ベ
ッ
ド
を
入
れ
、
往
診
・

訪
問
看
護
週
一
回
、
訪
問
入
浴
で

３
人
入
っ
て
も
ら
い
ラ
ウ
ン
ド
、

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
午

前
中
と
午
後
お
む
つ
交
換
に
き
て

も
ら
い
、
家
の
中
に
手
す
り
い
っ

ぱ
い
つ
け
て
、
車
椅
子
、
ケ
ア
ロ
ー

プ
（
段
差
の
あ
る
所
に
か
け
る
は

し
ご
）
、
ス
マ
イ
ル
シ
ー
ト
（
体

を
の
せ
て
ベ
ッ
ド
の
人
を
動
か
し

や
す
く
す
る
シ
ー
ト
）
な
ど
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
を
通
し
て

利
用
し
た
。

今
、
老
人
ホ
ー
ム
で
は
夜
勤
一

人
で
20
人
の
面
倒
を
み
て
い
る
と

い
う
。
聞
い
て
も
目
の
ま
わ
り
そ

う
な
現
実
を
前
に
、
な
ん
と
か
義

母
を
な
る
だ
け
家
に
お
き
た
い
と

思
っ
た
。

た
か
菜
づ
け
、
日
野
菜
づ
け
、

大
根
の
つ
け
物
は
も
ち
ろ
ん
。
番

茶
や
ね
み
そ
（
こ
う
じ
菌
を
買
っ

て
こ
う
じ
を
つ
く
る
と
こ
ろ
か
ら
）

も
１
年
分
は
手
作
り
し
た
。
若
い

時
に
農
業
講
座
に
通
い
、
米
づ
く

り
、
肥
料
、
野
菜
の
作
り
方
を
学

ん
だ
。
お
寺
に
通
い
御
詠
歌
を
学

び
検
定
試
験
を
受
け
京
都
大
会
に

出
か
け
た
人
。

敗
戦
後
、
京
都
の
宇
治
か
ら
夫

の
実
家
の
三
俣
に
帰
り
、
姑
３
人
、

小
姑
７
人
、
自
分
達
４
人
、
ほ
か

子
供
２
人
の
16
人
家
族
の
主
婦
と

な
っ
た
。
夫
が
リ
ウ
マ
チ
を
わ
ず

ら
い
、
よ
い
薬
も
な
く
、
障
害
年

金
の
手
続
き
方
法
も
知
ら
ず
長
い

間
苦
し
い
生
活
を
し
い
ら
れ
た
よ

う
だ
。
義
母
は
“
わ
し
の
人
生
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
に
し
て
ほ
し
い
”

と
冗
談
を
い
っ
た
。

人
が
一
生
い
き
る
と
い
う
こ
と

は
、
福
祉
、
医
療
、
介
護
と
ほ
ん

と
う
に
た
く
さ
ん
の
人
達
の
お
世

話
に
な
ら
な
い
と
あ
の
世
に
は
旅

立
て
な
い
。
こ
の
現
実
を
身
近
で

体
験
し
た
。
世
間
で
は
、
人
生
１

０
０
年
な
ん
て
簡
単
に
言
う
け
れ

ど
、
そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
。私

は
こ
こ
数
年
、
リ
ユ

ウ
マ
チ

性
多
発
筋
痛
症
に
な
っ
た
。
神
経

の
病
気
だ
。
感
染
症
に
注
意
し
骨

折
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
を
受
け

な
が
ら
の
毎
日
だ
。

今
年
は
ウ
サ
ギ
年
「
ぴ
ょ
ん
」

と
と
ん
で
外
に
と
び
出
し
た
い
気

分
。
お
だ
や
か
な
春
が
世
界
中
に

お
と
ず
れ
ま
す
よ
う
に
。

福
知
山
支
部

今
川
嘉
代
子

介
護
の
現
場
か
ら

史
上
最
悪･

最
低
の

「
介
護
保
険
制
度
改
悪
」

先
送
り
で
は
な
く
中
止
を介護保険 負担層･給付削減の項目

2023年夏までに結論

利用料2割負担の対象者拡大

一定所得ある65歳以上の人の保険料引き上げ

（政令で決定可能）

2023年度中に結論

老健施設などの相部屋の有料化

2027年改定までに結論

要介護1、2の生活援助などの保険給付外し

(総合事業へ移行）

ケアプラン有料化

期限をつけず

特別養護老人ホームなどの低所得者の食費･居住費軽減策の見直し

保険料納付年齢40歳の引き下げ

介護保険利用開始年齢65歳の引き上げ


